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 米国 NuScale SMR 原子力発電所（以下、VOYGRTM）の原子炉建屋は、米国設計認証段階においては鉄筋

コンクリート（RC）構造であったが、現在は鋼板コンクリート（SC）構造を採用した新しい建屋構造が検討

されており、共に航空機衝突荷重に対する防護設計が施されている。一方 VOYGRTM の日本国内への導入を

想定した場合には、国内規制に対応する航空機衝突評価が求められるが、本報では、予備的な検討として、

建屋の防護構造に関して実施した解析的評価について報告する。 
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1. 緒言 

 本報は、VOYGRTM プラント原子炉建屋の航空機衝突評価について報告するものである。予備的な検討とし

て、原子炉建屋を簡易的に模したモデルを作成し、仮想的な航空機衝突荷重を作用させた場合の建屋の防護

構造に関する評価を行った。 

2. 航空機衝突解析 

 原子炉建屋の躯体の RC 構造と SC 構造の相違が、航空機衝突防護を考慮する上で必要な躯体厚に与える

影響について、3 次元有限要素モデルを用いた航空機衝突解析から評価を行った。 

2-1. 解析モデル・条件 

 仮想的な時刻歴荷重プロファイルを航空機衝突荷重として作成し、原子炉建屋を簡易的に模した有限要素

モデルに作用させた。RC 構造の原子炉建屋モデルには、配筋を考慮したモデル化を行った。また、SC 構造

の原子炉建屋モデルには、表面鋼板を考慮したモデル化を行った。 

2-2. 解析結果 

 RC 構造に対する衝突解析では、鉄筋の引張ひずみ及びコンクリートの圧縮ひずみの評価を行った。また、

SC 構造に対する衝突解析では、鋼板の引張ひずみ及びコンクリートの圧縮ひずみの評価を行った。評価の結

果を基に、VOYGRTM プラント原子炉建屋の航空機防護に必要な躯体厚を推定し、RC 構造と SC 構造の必要

躯体厚の比較を行った。その結果、航空機防護の観点では、SC 構造は RC 構造に対して躯体厚を 3 割程度低

減することが可能という見通しが得られた。 
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